
春
暖

の
候

宮
崎
県
防
衛
協
会
青
年
部
会

宮
崎
支
部
会
員

の
皆
様

に
は
益

々

ご
清
福

の
段
、
大
慶

に
存

じ
ま
す
。

二
月
は
北
朝
鮮

に
よ
る
ミ
サ
イ

ル
騒
動

の
中
、

五
日
に

い

つ
も

の
浜
荘

に
て

平
成

二
八
年
度
支
部
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
大
勢

の
ご
来
賓
や
支
部

会
員

に
ご
参
加
を
賜
り
、
成
功
裏

に
終
了
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

欠
席
さ
れ
た
会
員

に
は
当

日
総
会
資
料
及
び
支
部
長
挨
拶
を
同
封
致

し
ま
し

た

の
で
是
非
と
も
ご

一
読
頂
き
、
忌
憚
な

い
ご
意
見
な
ど
賜
れ
ば
幸

い
で
す
。

但
し
欠
席
会
員

に
は
事
後
報
告
と
な
り
ま
す
が
、
次
年
度

よ
り
支
部
会
費

の

一
千
円
値
上
げ

に
関
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会

一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
決
算
書
を

一
読
さ
れ
れ
ば
ご
理
解
頂
け
る
と
思

い
ま
す
が
、
県
協
会

へ

支
部
会
員

一
人
当
た
り

一
千
円
を
上
納

し
て
お
り
、
残
り
三
千
円
で
年
十
二
回

の
支
部
長
通
信
費
及
び
、
靖
国
カ

レ
ン
ダ
ー
や
参
考
図
書
等

の
購
入
を
せ
ね
ば

な
ら
ず
、
財
務
状
況
は
大
変
逼
迫

し
て
い
ま
す
。

出
費
多
難

の
折
、
誠

に
恐
縮

で
す
が
何
卒
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
、
伏
し
て

お
願

い
申

し
上
げ

る
次
第

で
す
。

今
月
皆
様

に
送
付

し
た
我
那
覇
真

子
氏
著

「
日
本
を
守

る
沖
縄

の
戦

い
」
は

一
冊

一
千
四
百
円

で
す
が
、
私
が
直
近
読
破

し
た
中

で
は
最
も
感
銘
を
受
け
た

本

で
あ
り
、
皆
様

に
も
是
非
読
ん
で
頂
き
た
く
送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

少
な

い
予
算

で
や

り
く
り
し
な
が
ら

の
支
部
運
営

で
、
皆
様

に
も

っ
と
届
け

た

い
資
料
や
本
な
ど
多
数
有

る

の
で
す
が
、
先
ず

は
着
手
小
局
か
ら
始
め
ま
す
。

と

こ
ろ
で
二
月
十
三
日

の
美

し

い
日
本

の
憲
法
を

つ
く
る
宮
崎
県
民

の
会
主

催

の

「
憲
法
改
正
セ
ミ
ナ
ー
」
に
は

一
千
五
百
人
県
民

の
参
加
を
得

て
、
企
画

運
営

し
た
我

々
が

一
番
驚
き
、
憲
法
改
正

へ
の
手
応
え
を
感
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。

櫻
井
よ
し
こ
氏
及
び
百
地
章
氏
両
講
師

の
知
名
度
も
さ

る
事
な
が
ら
、
有
料

の
セ
ミ
ナ
ー
に
多
く

の
関
心
が
集
ま

っ
た
と
云
う
事
実

は
見
逃

せ
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
憲
法
改
正
に
向
け

て
の
啓
発
活
動

に
皆
様

の
更
な
る
お
力
添
え
を

重
ね

て
お
願

い
申

し
上
げ
ま
す
。
尚
時
節
柄
、
何
卒
呉

々
も
ご
自
愛
下
さ

い
。

平
成

二
十
八
年
三
月

一
日

宮
崎
県
防
衛
協
会
青
年
部
会

宮
崎
支
部
長

小
倉
和
彦


